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834 好熱 性 ナ フ トチ オ フ ェ ン 脱 硫 細 菌 Mycobacterium
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【目的】これ まで 従属 栄養細菌 を用い た 脱窒，脱 リ ン プ ロ セ ス が検 討 され て

きた が ，有機物 の少 ない 貧栄養条件で は 従 属 栄養 細 菌が 機 能 す る こ とは 難

しい ．そ こ で本 研 究 で は ，化 学 合 成 独 立 栄養細 菌に 着 目 し，電 子 供 与 体 と

して 硫 黄を，炭 素源 として 炭酸カ ル シ ウム を含有 した担体 （SC 担体） を

利用 した脱 窒，脱 リン プ ロ セ ス を 検討 した ．
【方法 及 び 結果 1モ デル 菌株 と して Thiobacillus　denitrificans　DSM807 を 用

い，S（：担 体を添 加 し lg，’1，　KNO 　3　，2g〆L　KH 　2PO 　4 を含む 完全 合 成培 地 に

て嫌気 条件 下 ，SO°C，pH7 ．0 で 回 分培養 を行 っ た と こ ろ ，硝酸除去 に は 40 （）

副L 以上 の 担体添加 が有効で あ った ．一方，リ ン除去 に 関し ては ，4eOg〆L
の担体 を添 加 し た場 合，菌の添 加 な しで も担 体 の 化学 吸 着に よる リ ン 除 去

が認 め られ たが ，菌 を添 加す る こ と に よ り，よ り高 速 な リ ン除 去 速 度 が 得
られ た ．さ らに ，O．04　g∫L 　KH 　2PO 　4 の 低濃度 リ ン 酸条件化に お い て は 菌
の 添 加 に よ っ て ，よ り低 濃度ま で リ ン を除去 す る こ とが 可能で あ っ た ．現
在 は連続 脱 窒脱 リン シ ス テ ム の構 築 を検討 して い る ．

【目的 1水 素化 脱 硫 後 の軽 油 に は 、難 除去性 の有機硫 黄化 合物 と して ジベ ン

ゾチ オ フ ェ ン （DBT ） の ア ル キル 誘 導俸 の 他 に ナ フ トチ オ フ ェ ン （NTH ）

の ア ル キル 誘 導体が 存在 す る．演 者 らは 常 温 で NTH を脱 硫 可 能 な 細 菌
Rhodococcvs 　sp ，WU −K2Rl ）を 取得 して い る が 、高温 条件下で 効率 よ く NTH

を 脱 硫 可 能 な 菌 株 に つ い て の 報 告 は 少 な い 2）。本 研 究で は 5e°C で NTH を

脱硫 可 能 で ある 新 規な 細 菌 と して 絢 σθ西観 8瀚   p娩 lWU −OIO3 を 取 得 し、
NTH お よび 各種複素環硫 黄 化合物 に対 す る分解 能 力 を検討 した．
【方法 お よ び結果 】50

°C で 0．27mM の NTH を 唯
一

の 硫 黄源 と して微生物

を 探索 し、Mりcebacteriumphlei 　WU −OlO9．を 取得 した 。50DC の培養条件下
で WU −〔）10S は NTH だ け で な く DBT やベ ン ゾチ オ フ ェ ン も脱 硫 可 能 で

あ っ た ．と くに 、軽油 に 含ま れ る難 除 去 性 の 4，6一ジ プ ロ ピル DBT な どの

長鎖ア ル キ ル DBT 誘導体 も脱硫可能で あ っ た。さ らに 、市販 の 軽油 に つ

い て も硫 黄濃tt　S90ppm を 11eppm にま で 脱硫 した 。以上 の 結果は 、NTH
脱 硫 細 菌WU −DIO3が軽沽 の 微 生物 脱 硫 に好適 で あ る こ と を強 く示 唆 す る。
　 本研究の

一
部は 、NEDC ）産業技術研究事業費助成金 を受け て 実施 した ．
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【目的】電子 工業分野 にお ける洗浄剤や剥離剤 と して 広 く利用 されて い るジ

メ チル ス ル ホ キ シ ド（DMSO ）に対 し高い 分解活性を 有す る微生 物HJPho ，n．i−
‘rO 伽 祕 禰 聯 ‘α 螂 WU −K217 を分離 した

1｝。固定化菌体 を用い た 実用的な

利 用を 目的 とし、WU −K217 株 の 固定化菌体 にお ける DMSO 分解活性 の 安

定性や 再利用への 適用性 な どの 諸性質に つ い て その 有効性を検証 し た c

【方法お よび 結果】wu −K217 株の ア ル ギ ン 酸カ ル シ ウム固定 化菌体は 、遊

離 菌体 と同様 の 分解速度で DMSO を分解 して 当モ ル の 硫酸イオ ン を生成
した。また、遊離菌体 と比較 し て 、DMSO 分解 の 温度範 囲の 拡大や、保存

安 定性 の 向上が確認 され た。さらに 、固定化菌体 は高い 分解活性 を維 持 し

なが ら連続使 用に も耐 え られ るこ とが 明 らか とな っ た。以 ヒより、WU −
K217 株 を 固定化 した 菌体 を利用す る こ とは 、　 DMSo の 連続分解に 有効で

あ る こ とが示唆 され たtt
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